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１ 農福連携取組紹介「ならの農福」 

　この冊子は、令和２年度から４年度にかけての３年間、県障害福祉課と県担い手・農地マネジメ

ント課が連携して行った農福連携の取組を紹介し、奈良県の農福連携をより一層促進したいとの思

いから作成しました。

　農業者の皆様をはじめ、各農業関係機関、学校、障害者就労施設等の皆様方のご協力を得まし

て、様々な取組を行うことができましたことに心より感謝申し上げます。

　農業分野での障害者雇用、障害者就労施設による農業参入や農作業の受託など、全国で様々な農

福連携の取組が展開されています。障害のある人が農業分野で活躍することで、働く場の確保や工

賃の向上、心身の機能回復などにつながり、ひいては障害のある人が自信や生きがいをもって社会

に参加することにもつながっていきます。また、農業就業人口の減少や高齢化が進む農業分野にお

いては、新たな働き手を確保することができます。障害のある人もない人も誰もが農業の担い手と

して活躍できれば、地域のコミュニティーが活性化し、地域振興と地域交流の推進にもつながって

いくと考えます。

　奈良県では、障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会の実現をめざして、農業分野にお

ける職場体験実習の実施、農福連携マルシェの開催による販路の拡大、農業の専門家を障害者就労

施設に派遣して農業技術の向上を図るなど、農福連携の取組を推進しています。

　これまでの３年間の取組を通じて、農業者の皆様と障害のある人及びその支援にかかわる関係者

が互いに顔の見える関係をつくることができましたことは、ひとつの成果と捉えています。

　引き続き農業と福祉が連携し、農業分野における障害のある人の就労の促進に取り組んでまいり

ますので、皆様のご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

は じ め に

表紙写真紹介：職場体験実習による柿の選果作業（JAならけん五條市統合選果場）
裏表紙写真紹介（右上）：職場体験実習による柿の収穫作業（五條市西吉野町柿ほ場）
裏表紙写真紹介（左上）：職場体験実習による梅の収穫作業（五條市西吉野町梅ほ場）
裏表紙写真紹介（下）：令和３年��月に開催した農福連携マルシェ（イオンモール橿原）
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農福連携取組紹介

事例紹介(�)　障害者就労施設の取組

特定非営利活動法人 木伊（もくい）　

　　　　ＣｏｃｏｰＭａｋｅ葛城
  　葛城市當麻901-1 ℡ 0745-44-8922

障害者就労継続支援Ｂ型事業所　Coco-Make葛城

　 特 定 非 営 利 活 動 法 人 木 伊 が 運 営 す る
Coco-Make葛城は、自家農園での季節の
野菜栽培やその加工品製造などを通して、
楽しく働ける場を提供し、障害のある人の
将来的な自立を促す支援を行っています。
　農福連携による活動として、ブルーベリ
ーの栽培に取り組み、奈良県の農業の専門
家派遣事業を活用して苗木から育成してい
ます。将来的にはブルーベリーの観光農園
の運営を目指しています。
　昨年は自家農園で収穫した野菜を使った
ドレッシングを開発し、販売会で好評を得
ました。今後、ブルーベリーを使ったジャ
ムやクッキーなどの商品開発も視野に入れ
ています。

ブルーベリーの苗木を仮植えし、定植を目指して育成しています。

農業の専門家から、専門的なア
ドバイスを受けています。

木伊オンラインショップで販売し
ている玉ねぎ等の生ドレッシング

多面的な就労支援事業を展開

事例紹介 (１)  障害者就労施設の取組
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農福連携取組紹介

事例紹介(�) 　農業法人の取組

有限会社ポニーの里ファーム
　有限会社ポニーの里ファームは、農業を通じて
若者・高齢者・障害のある人の雇用を生み出し、
誰もが生き生きと輝ける居場所をつくることを
目的に３つの事業を行っています。

(�) 農業の６次産業化事業
　主な栽培作物は、青ネギ、米、大和トウキ、
キハダなどで、生鮮野菜として販売するだけでな
く、自社商品づくりや薬草加工品「やまとたかと
り薬膳食房」というブランドも展開しています。

(�) 農福連携事業
　農業の担い手の高齢化に伴い、休耕地の増加や
人手不足などの課題に対して、障害者就労施設
「ポルテの森」に薬草や野菜の生産、加工品の

製造などを委託し、福祉の力を借りて解決しよう
としています。

(�) まちづくり事業
　これらの取組をより発展させ、地域の魅力を再
発見する観光と、医療福祉を組み合わせた新しい
６次産業化として「農村健康観光ツーリズム」を
産学連携で取り組んでいます。奈良県立医科大学
と早稲田大学による「医学を基礎とするまちづく
り研究所（MBT）」と連携をとり、高取町だけで
なく奈良県全域への取組拡大を目指しています。

大和トウキを栽培し、根は生薬に、葉
は食品として利用しています。

ひとつずつ手作業で自社商品づく
りに取り組んでいます。

障害者就労施設「ポルテの森」での青ネギの選別作業

事例紹介（２）　農業法人の取組

大和トウキ葉を使った料理。器や台
は、キハダの木を利用しています。

有限会社ポニーの里ファーム
  高市郡高取町丹生谷883-6　℡ 0745-67-0104
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農福連携取組紹介

事例紹介(�)　菊農家での障害者雇用

菊の芽出し作業の様子 職場実習の様子（芽出し作業）菊を支える支柱が林立しています。（２月）

株式会社よしき園芸

 県立特別支援学校を卒業した生徒が職場実習を経て、株式会社よしき園芸に就職しました。

　県立特別支援学校を卒業した生徒が、令和４年４
月から平群町にある菊農家の株式会社よしき園芸の
従業員として、就職しました。
　在学中から農業分野での就職を希望していたた
め、県障害福祉課の農福連携コーディネーターが、
菊農家での職場実習の実施を調整しました。

　意欲的に実習に取り組み、その熱心な作業ぶり
が評価され、就職につながりました。
　就職して半年ほど経った令和４年の秋、農福
連携コーディネーターが、職場を訪問して本人の
様子や課題等を伺いました。
　農福連携コーディネーターが、課題等について
学校や支援機関と情報を共有し、安定して働き続
けるための支援を行っています。

事例紹介(３)　菊農家での障害者雇用

株式会社よしき園芸
  生駒郡平群町上庄3-8-4　℡ 0745-45-6922
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農福連携取組紹介

農業分野における職場体験実習

　職場体験実習は、障害のある人の就労への第一
歩となります。県では、就労を促進するととも
に、農業者が障害のある人を理解する機会とする
ために、就労を希望する県内の特別支援学校の
１年生・２年生及び障害者就業･生活支援センター（注）

の登録者を対象とした農業分野における職場体験
実習を実施しています。

実施計画の立案
　柿をはじめイチゴや葉物野菜、菊などの各産地
で、県の各農林（農業）振興事務所（以下、振興
事務所）と県障害福祉課が連携して、職場体験実
習を実施しました。
　振興事務所の担当者が職場体験実習の趣旨等を
農業者に対して事前に説明したことで、実習に
向けた準備を円滑に進めることができました。実
習先が決まると、振興事務所の担当者と特別支援
学校の教員や障害者就労施設の支援員が農業者を
訪問し、実際に作業を行う場所の下見や準備物、
服装の確認などの打ち合わせを行うとともに、実
習生の障害特性や作業能力等について農業者に説
明しました。また、実習場所への移動に際して
は、マイクロバスを県が借り上げ、駅などの集合

場所から振興事務所まで送迎しました。実習参加
者は、２～３名のグループごとに１～３箇所に分
かれて、午前��時から��時、１時間の休憩を挟ん
で、午後１時から３時までの１日計４時間の作業
を行いました。

実習を終えて
　農業者からは、実習生の作業への熱心な態度や
姿勢に触れ、「実習生の将来の進路を考える上で
の一助となるのであれば実習を受け入れて良かっ
た。」「障害のある人に対するイメージが変わっ
た。」などの声が聞かれました。また、実習生か
らは、「普段、スーパーマーケットなどで見る野
菜やくだものが、農家さんの大変な作業があって
お店に並んでいることがわかった。」「もっと体
育の授業で体を鍛えておきたい。」などの感想が
聞かれました。

梅の収穫作業（五條市西吉野町）

農業分野における職場体験実習

（注）障害者就業・生活支援センター

　障害のある人の職業生活における自立を図るために、
ハローワークなどの関係機関と連携し、地域において必要な
指導、助言その他の支援を行っています。居住している市町
村または勤務先に応じて県内５箇所のセンター（コンパス、
ライク、たいよう、ブリッジ、ハローJob）で相談を受け付
けています。
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農福連携取組紹介

農業分野における職場体験実習

多く、マイクロバスの通行が難しくなることがあり
ました。また、雷雨など天候が急変し、振興事務所
へ避難したこともありました。
　このように農業現場特有の配慮や対応が必要とな
ります。今後は、より丁寧な準備を経て農業分野に
おける職場体験実習を積み重ねることによって、
障害のある人の雇用や障害者就労施設への農作業受
委託の促進につなげていきたいと考えています。

今後の課題
　農業における職場体験実習では、実習場所への
移動や支援者の同行のあり方、実施時期の調整な
どきめ細かな事前の準備や対応が重要です。事前
の下見の際にマイクロバスが通行できる道幅であ
ることを確認していても、実習を実施する頃にな
る と 果 樹 が 実 り 道 幅 が 狭 く な る と こ ろ が あ っ
たり、収穫期には作業用の軽トラックの台数が

柿の選果作業（JAならけん西吉野柿選果場）

《 職場体験実習の様子 》

梅の収穫作業（五條市西吉野町）

小菊の支柱抜き作業（生駒郡平群町） 菊のさし芽準備作業（生駒郡平群町）

柿の収穫作業（五條市西吉野町） 柿の収穫作業（五條市西吉野町）
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農福連携取組紹介

農福連携モデル事業の推進

　市民生活協同組合ならコープ（以下、ならコー
プ）は、障害者就労継続支援A型事業所の(株)ハー
トフルコープよしのや特例子会社の(株)ハートフル
コープならを運営しており、積極的に障害者雇用
を進めています。

農地を確保して農業に参入
　ならコープが、農福連携の取組を進めようと、
以前より農地を探していたところ、農業を引き継ぐ
担い手が見通せない五條市阿太地域の農業者から、
農地と農業技術を令和２年に提供いただくことに
なったとのことです。

農福連携モデル事業
　同時期に、県障害福祉課では、新たに農地を確保
し、農業を始めたいと考える事業所に対して、経営
計画の策定や障害者雇用の環境整備等についてアド
バイス等の支援を行う農福連携モデル事業を検討し
ていました。そこで、ならコープの取組をモデル事

業の対象として支援することとしました。

農業で地域づくりにチャレンジ
　ならコープでは、農業への参入を通して、「より
安全な食品を消費者（組合員）に提供する」「地域
農業の振興」という既存概念の枠に留まらず、持続
可能な地域社会モデルづくりにチャレンジしていく
こととされました。また、「生産物」「エネルギ
ー・環境（地域共生環境圏）」「福祉」「雇用」を
キーワードとして、行政・地域・他団体（NPO含
む）等と連携を深め、共生社会の実現を目指そうと
されています。

五條市阿太地域に事業所の開設を準備
　ならコープは、五條市阿太地域で農業を実施する
ことで地球環境保全及び耕作放棄地の減少、地産
地消による国内および奈良県内の食料自給率の向上
に貢献でき、併せて、農業技術を伝承することへの
一助にもなり得ると考えられています。

五條市阿太地域のトウモロコシ畑

農地を確保し、新たに農福連携に取り組む県内の事業所を支援
農福連携モデル事業の推進

市民生活協同組合ならコープが農業に参入
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農福連携取組紹介

農福連携モデル事業の推進

トウモロコシ畑を関係者が見学

　また、 生産から製造・加工・販売までを一貫して
行う、いわゆる６次産業化を目指すことによって、
新たな付加価値を生み出し、地域の雇用や地域経済
への活性化につなげることができると考えられてい
ます。

事業の計画
◇ 農地及び耕作技術提供

五條市阿太地域（農業者が遊休農地の提供及び耕
作技術を指導）

◇ 事業主体
市民生活協同組合ならコープ

◇  耕作農作物
トウモロコシ、サツマイモ、イチゴ、シャイン
マスカット、メロンなど

◇ 販売ルート
市民生活協同組合ならコープ各店舗

◇ 行政との連携
県及び五條市と「連携と協力に関する包括協定」を
締結（R�.�.��）

 ◇ 拠点整備
ならコープ五條事業所開設準備室を開所（R�.�.�） 

ならコープ五條事業所開設準備室開所式
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農福連携取組紹介

農福連携コーディネーターの活動

(注)施設外就労

　 障害者就労施設の利用者が職員と
ユニットを組んで委託元の事業所等
で受託した作業を行う。

農業者

農福連携
コーディネーター

障害者就労施設と農業者のマッチング

障害者就労施設

　県障害福祉課では、障害のある人の農業分野での就労を促進するため、農福連携コーディネーターを１名
配置し、農作業等の仕事を求める障害のある人や障害者就労施設と人手を求める農業者とのマッチングを支
援しています。主な業務としては、農業分野における施設外就労（注）のコーディネート、職場体験実習の実
施、農業現場での障害者雇用の促進の３つです。
    農業分野での施設外就労を促進することにより、障害のある人の工賃向上を図ります。また、農業におけ
る職場体験実習の実施にあたっては、職場実習に向けた事前準備から、職場体験実習先との調整、実習の実
施までを担当します。また、農業現場での障害者雇用の促進については、新たな雇用先や実習受入先の開拓
や障害のある人が働く職場を訪問して、定着支援などを行っています。

障害のある人と農業者のマッチングを支援

農福連携コーディネーターの調整により、天理市内の障害者就労施設が近隣の柿農園から委託を受けて施設外就労として刀根早生柿の収穫
作業を行いました。

農福連携コーディネーターの活動

農福連携コーディネーターが
農業者と障害者就労施設の間に
入って、受注（契約）、発注（契約）、
作業内容の調整、スケジュール、
現場確認等を行っています。
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農福連携取組紹介

おためしノウフクの取組

《 令和３年度の開催例 》
(�) 講演：農業と福祉をつなぐ基礎知識

　県が進める農福連携の取組を紹介
するとともに、障害のある人の障害特
性や障害者就労支援の仕組み、障害
福祉制度の基礎等について、映像も交
えながら説明しました。

（県障害福祉課担当者）

(�)情報提供：おためしノウフクについて
　農業経営者と障害者就労施設とによ
る農作業受委託を推進するため、おた
めしノウフクの取組を紹介しました。

（県担い手･農地マネジメント課担当者）

おためしノウフクの取組

農福連携研修会の開催

柿のせん定枝の収集作業の様子

配布資料からの抜粋

　農業労働力不足を解消するとともに、障害や福
祉への理解を図り、継続的な作業受委託や障害者
雇用へつなげることを目的として、農業分野にお
ける試行的な施設外就労「おためしノウフク」を
県担い手・農地マネジメント課が実施しました。
　同課が、令和３年２月に開催した農福連携研修
会参加者に対する農作業委託についてのアンケー
ト調査に基づき、下市町内の柿生産農家と障害者
就労施設（NPO法人どろんこ畑）が「おためし
ノウフク」に取り組みました。
　実施にあたっては、具体的な作業内容や作業
量、手順などの他、参加する障害のある人の障害
特性や配慮事項についても事前の打ち合わせで
確認しました。
　作業については、柿の収穫作業が終わった後、
２月下旬～３月上旬に、柿のせん定枝の収集・
処分作業を実施しました。

県担い手・農地マネジメント課による取組

《 おためしノウフクの主な取組内容》
○ 作業品目・作業項目
○ 作業量
○ 手順
○ 期間

柿のせん定枝の収集・処分
�� ～ �� アール分　 
詳細については当日指示
２日間を想定し、作業日時は
事 前 に 障 害 者 就 労 施 設 から
柿農家に連絡

　障害のある人の農業分野での雇用や障害者就労施設への農作業受委託を進めるため、障害福祉の基礎を学
び、農福連携について考える機会として、県内の農業者、市町村・県の担当職員等を対象とした研修会を県
担い手・農地マネジメント課が開催しました。
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農福連携取組紹介

農業の専門家派遣事業

農業の専門家が障害者支援施設「橿原市福祉作業所」に農業技術をアドバイス

　県障害福祉課では、農業に取り組む障害者就労施設における農業技術力の向上が、農産物の品質向上、
収穫量アップや効率的な作付けにつながると考え、県担い手・農地マネジメント課と連携し、農業の専門家
を障害者就労施設に派遣し、理論と実践によるアドバイスや助言などの支援を行っています。

事例 (1)　野菜栽培の基礎

○ 良い土づくりに向けて、現
地で土壌の物理性、化学性
(pH) の簡易測定を実施しま
した。

○ ジャガイモの栽培について、
昨年の収穫イモはウイルス等の感染の恐れがある
ため、毎年種イモを購入する方が安全です。

○ サツマイモは、購入苗を切断しないで使用し、
７～８枚の葉を２枚ぐらいが埋まる程の深さに
�� 度から �� 度の斜めに差し込むと、適当な大き
さのイモが数多く収穫することができます。

○ サトイモの栽培について、土寄せの実施と夏場の
かん水、ヨトウムシなどの害虫に注意が必要です。

○ イチゴの生育不良については、新芽がでていない
ため、新しい培土に植え替えることが必要です。

事例 (2)　病害虫対策

○ トマト、ナスの連作はしないこと。
青枯れ病の対策として接ぎ木苗の導入を検討する
ことが大事です。

○ 畑ごとの栽培品目、栽培スケジュールを作成し、
効率よく作業を行うことが重要です。

○ たい肥、腐葉土の作り方につ
いての資料や農薬の使用につ
いての考え方の資料を提供し
ました。

事例 (3)　農産物加工品の製造

○ 商品開発として、地元産の干し柿を使ったパウンド
ケーキを提案し、試作しました。

○ パン製造工程で余った卵白を大量に使用したフィ
ナンシェを提案し、試作しました。

農業の専門家を障害者就労施設に派遣

《 具体的な支援・助言の内容 》

土の酸性度測定

農業の専門家派遣事業
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農福連携取組紹介

農福連携マルシェの開催

大型商業施設で開催した農福連携マルシェ

障害者就労施設で生産される農作物や加工品を販売

※ 農福連携マルシェに出店した障害者就労施設については、
　 P��～P��に掲載しています。

    県障害福祉課では、令和２年１月に大型商業施設で「なら農福連携フェスタ」を開催し、県内の農業者と
障害者就労施設が協働して農産物の販売会、トークショー、シンポジウムなどを行いました。
　以降、毎年、県内の大型商業施設を会場として「農福連携マルシェ」を開催し、障害者就労施設で生産さ
れる農作物や加工品を販売することで障害のある人の工賃向上を支援するとともに、農福連携に関する取組
のパネルを展示し、啓発を行いました。

農福連携マルシェの開催
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農福連携取組紹介

障害者就労施設及び農産物加工商品の紹介

令和３年度　農福連携マルシェに出店した
障害者就労施設及び農産物加工品の紹介
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農福連携取組紹介

障害者就労施設及び農産物加工商品の紹介

令和４年度　農福連携マルシェに出店した
障害者就労施設及び農産物加工品の紹介
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